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発 現カミｉ篶ａｃｔｉｖｅＳＬＥ， 正 常 人 に 比 し 高 が っ た．
ＰＩ 染 色

に て ｈｙｐｏｄｉｐｌｏｉｄ ＤＮＡ を 解 析 し た 結 果， ＳＬＥ リ ン パ

球 の ア 栄 ト ー シ ス は 尤 進 し て い だ が， Ｆａｓ の 発 現 充 進

に 拘 わ ら ず そ の 割 合 は 僅 か で あ っ た． Ｆ 欄 ｈＰＢＬ で の

ＣＤ３陽 性 細 胞 に お げ る ｂｃｌ・２の 発 現 は ａｃｔｉｖｅ ＳＬＥ で 有

意 に 高カ・っ た．Ｂａｘ は ＳＬＥ で 発 現 が 低 く， 特 に ａｃｔ１ｖｅ

ＳＬＥ に お い て Ｂｃｌ・２／Ｂａｘ 比 カミ有 意 に 高 く， 末 梢 リ ン

パ 球 に お け る ア ポ ト ー シ ス を 抑 制 す る 方 向 に 働 い て い

る こ とカミ推 測 さ れ た．

１６
．
スーパー抗 原に よ り誘 導 さ れる 丁細 胞 ア ポ

トーシスの発生機序

（微生物学免疫学，
申第二病院歯科・口腔外科）

李 暁 宇 ・ 厳 小 傑 ・ 今 西 健 】 ・

八 木 淳 二 ・ 黒 田 耕 太 郎ホ・ 藤 巻 わ か 乏 ・

秋 山 徹 ・ 加 藤 秀 人 ・ 肉 山 竹 彦

唱 的〕 細菌性スーパー抗原は 丁 細胞を活性化した

後 ト レ ラ ン ス や ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る と い う 二 相 性

の 反 応 を 惹 起 す る
．
今 回 我 々 は ｓｔａｐｈｙ１㏄ ㏄ ｃａ１ｅｎｔｅｒ・

ｏｔｏｘｉ篶 Ａ （ＳＥＡ） に よ り 誘 導 さ れ る マ ウ ス 丁 細 胞 ア ポ

ト ー シ ス の 発 生 機 序 を 解 析 し た．

〔結果と考察〕①ＳＥＡを投与されたＣ５７ＢＬ／６マウス

で は ３ 時 間 後 に 高 い ＩＬ・２を 産 生 す る． ② ＳＥＡ 応 答 性

丁 細 胞 （Ｖβ３寺， Ｖβ１１
ヰ） は１２時 聞 後 に ＩＬ・２レセ プタ ー

（ＩＬ－２Ｒ） を 強 く 表 現 す る． ③ ＳＥＡ 応 答 性 丁 細 胞 は４８

時 間 後 に 顕 著 に 増 加 し たカミ，１２０時 間 後 に ほ 減 少 し，ＩＬ－

２Ｒ は４８時 間 後 に は ほ と ん ど検 出 さ れ な い． ④
丁 細 胞

の ＤＮ Ａ 断 片 化 は逐８～９６時 間 に よ く 観 察 さ れ た． ⑤ ヒ

ト ｒＩＬ－２を 封 入 し た ｏｓｍｏｔｉｃ 岬 ㎜ｐ を 移 植 し た マ ウ ス

ではＳＥＡ 投与４８時間後がら増加した応答性 丁細胞は

減 少 せ ず に ＳＥＡ 投 与 ６ 日 ま で 残 存 し た
．

以上の実験結果よりＳＥＡ 投与によって応答性 丁 細

胞 の 増 殖 と そ の 後 の ａｐｏｐｔｏｔ１ｃ ｄｅａｔｈ に 基 づ く 減 少 は

Ｉレ２産 生，Ｉレ２Ｒ の 表 現，丁 細 胞 の 増 加 の 間 の 不 協 合 で

生 じ だ 現 象 と 我 々 は 考 え て い る．

１７． 細 菌 性 ス ー
パ ー 抗 原 に よ る マ ウ ス 丁 細 胞 ト レ

ランス誘導機序の解析一 腕ｓ抗原欠 Ｍ 肌・１胆 マウス

を用いた実験

（第 二 病 院 歯 科 ・ 口 腔 外 科１〕， 微 生 物 学 免 疫

学２〕）

黒 囲 耕 太 郎三）・ 八 木 淳 二２〕・ 藤 巻 わ か 完２）・

加 藤 秀 人２）・ 今 西 健 一２，・ 秋 山 徹２〕・

内 山 竹 彦２〕

細菌性スーパー抗原による丁 細胞トレラ ンス誘導

機 序 に つ い て， 脂ｓ 抗 原カ 次 如 し た ＭＲＬ－１ｐｒ
マ ウ ス を

用 い て 検 討 し た
．
Ｍ ＲＬ・ゆｒ マ ウ ス と， Ｆａｓ 抗 原 の 欠 如

し て い な い Ｍ ＲＬ 斗 ／＋ マ ウ ス で は， ＳＥＢ 投 与 に よ る

免疫応答において両者とも同様に， Ｖβ特異的 丁 細胞

ク 回 一 ン 消 失 お よ び ア ナ ジ ーカま起 き る こ とカ 湖 ら か と

な っ た． こ の こ とカ・ら ＦａＳ 抗 原 カ
§関 与 し な い ア 恭 ト ー

シス 沸， ス ー
パ ー 抗 原 に よ る 末 梢 性 ト レ ラ ン ス に 関 与

す る こ とカミ強 く 示 唆 さ れ た．

さ ら に， ＩＬ－２産 生 お よ びＩレ２Ｒ 表 現 カミＳＥＢ 投 与 後

ご く 早 期 に 認 め ら れ 花 こ と か ら， ｌｐｒ
マ ウ ス お よ

び 牛／＋ マ ウ ス に ＳＥＢ 投 与 と 同 時 に， ＩＬ－２を 持 続 供 給

して そ の 効 果 を 検 討 し た． そ の 結 果， 両 者 と も ＩＬ・２の

持続供給により Ｖβ特異的 丁細胞クローン消失カミ抑

制 さ れ た． 以 上 の 結 果 か ら，丁 細 胞 ク ロ ー ン 消 失 は ＩＬ－

２の 枯 渇 に よ る も の と 考 え ら れ た．
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